
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
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　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 
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第1269号  5.15
毎月1日・15日発行 

2018
平成30年 

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成30年5月1日現在
（145人増）90,294人人口
（077人増）45,476人男
（068人増）44,818人女
（110世帯増）39,808世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

1 自転車は、車道が原則、
歩道は例外

　道路交通法上、自転車は軽車両です。
車道を通行しましょう。安全のため歩道
通行がやむを得ない時は除きます。

　自転車の安全な通行を促すため、市内の主要道路に、自転車ナビマー
クの設置を進めています。
　自転車ナビマークは、自転車の通行部分・進行方向を示すもので、自
転車優先などの意味はありません。自転車ナビマーク設置路線であって
も、車や歩行者に十分に注意して運転して下さい。

自転車ナビマークが設置されていても
歩道を走行することができる場合
○「普通自転車歩道通行可」の規制標識が設
置された歩道
○13歳未満、または70歳以上の方
○身体の不自由な方
○安全のため歩道通行がやむを得ない時

保険加入で万が一に備えましょう

守ろう！自転車安全利用五則 自転車ナビマークで安全通行

2 車道は左側を通行
　自動車と同じ左側通行です。
また、道路中央から左端に寄っ
て通行してください。

3 歩道は歩行者優先で、
車道寄りを徐行

　歩道を通行する場合は、車道
寄りの部分を徐行しなければな
りません。

4 安全ルールを守る
○飲酒運転・二人乗り・並進走
行の禁止
○夜間はライトを点灯
○交差点で
の 信 号 遵
守・一時停
止・安全確
認

5 子どもはヘルメット
を着用

　保護者は安全のため、13歳
未満の子どもにヘルメットをか
ぶせましょ
う。

（3）上谷戸のホタルを観賞しよう主
な
記
事

（4）後期高齢者医療歯科健康診査

（5）
街路灯などの球切れや

損傷道路の補修など

（8）稲城市サンクスマッチ

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

　自転車安全利用五則を確認し、交通ルールの遵守と
マナーの向上を図りましょう。
■問 管理課交通対策係

　自転車安全利用五則を確認し、交通ルールの遵守と
マナーの向上を図りましょう。
■問管理課交通対策係

5月は自転車月間
歩道では 歩行者優先 忘れずに
5月は自転車月間
歩道では　歩行者優先　忘れずに

　自転車での死亡事故の約7割は頭部
に致命傷を負っています。自転車用ヘ
ルメットをかぶり、頭部を守ることが
重要です。

　詳細は保険会社にお問い合わせください。

男子小学生が自転車で帰宅中、女性と正面衝突。
女性は頭部に重傷を負い、意識が戻らない状態と
なった。

事
例
1

女子大学生が左手にスマホ、右手に飲み物を持っ
て自転車で車道に出たところで女性と衝突。女性
は頭部負傷により死亡。

事
例
2

個人賠償責任保険
相手にけがをさせたり、物を壊した
時に支払われる保険

傷害保険
自分がけがをして治療費などが必要
な時に支払われる保険

係争中係争中

賠賠償償額額
99,,225511万万円円
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▽
5
月
下
旬
〜
6
月
の
作
業
日
・
地
区　

5
／　
（
火
）・
押
立
、
6
／
5（
火
）・
向
陽
台
、
6
／　
（
火
）・
矢
野
口
、
6
／　
（
火
）・
坂
浜
、
6
／　
（
火
）・
大
丸
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

22

12

19

26

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋
（
束
）
ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

ご
み
減
量
地
域
説
明
会

子育て 
教育 
子育て 
教育 

環境 環境 

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
市
職
員
に
よ
る
出
張
説
明

会
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
・
出
し
方
・
処
理
の

流
れ
、
ご
み
量
・
減
量
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

▽
説
明
時
間　
　

分
〜
１
時
間

２０

■申
 

電
話

■限
 

希
望
日
の
２
週
間
前

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

　

稲
城
市
植
木 
花  
卉 
生
産
振
興
会

か 

き

で
は
、
梅
雨
時
の
ま
ち
を
鮮
や
か

に
彩
る
ア
ジ
サ
イ
等
の
展
示
即
売

会
と
野
菜
の
即
売
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

　

漬
物
な
ど
の
試
食
販
売
も
行
い

ま
す
。

■日
 

６
月
１
日（
金
）・
２
日（
土
）

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■場
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店

JA
■問
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指
導

JA

　

土
に
親
し
み
、
家
族
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
試
食

も
あ
り
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■日
 

６
月　

日（
土
）

２３

■時
 

午
前
９
時　

分
〜

３０

▽
集
合
場
所　

坂
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

※
車
で
の
来
場
不
可

　

当
日
は
小
学
生
以
下
、
入
浴
日

現
在
で
満　

歳
以
上
（
年
齢
の
分

６５

か
る
物
が
必
要
）
の
方
の
料
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

■日
 

６
月
４
日（
月
）

■場
 

稲
城
浴
場
（
大
丸　

）
２２１

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■問
 

稲
城
浴
場　

1　
・
７
２
２
２
、

３７７

経
済
観
光
課
商
工
係

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事

業
補
助
金

　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
・
水
路

の
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
し
尿

と
雑
排
水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

に
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て

　

６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
て

環
境
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。
環

境
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■日
 

６
月
１
日（
金
）〜　

日（
金
）

２９

※
開
庁
日
の
み
開
催

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

教
育
上
の
支
援
が
必
要
か
、
ど

の
よ
う
な
支
援
指
導
を
受
け
ら
れ

る
の
か
等
の
不
安
や
疑
問
に
お
答

え
し
、
就
学
相
談
の
流
れ
を
説
明

し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
度
に
中
学
校
に
入
学

３１

す
る
児
童
の
保
護
者

■日
 

６
月　

日（
月
）

１８

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

ふ
れ
ん
ど
平
尾

■申
 

電
話
（
当
日
申
し
込
み
も
可
）

■先
 

■問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教

育
相
談
室　

1　

・
７
３
０
２

３３１

　

平
成　

年
度
に
教
育
委
員
会
が

２８

実
施
し
た
５
事
業
に
つ
い
て
、
点

検
・
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
概
要
・
評
価
な
ど
の
詳
細

は
、
市 　 
、
市
役
所
１
階
行
政
情

HP

報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
・
各
図
書
館

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
 

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

■対
 

市
内
在
住
で
、
野
菜
作
り
に
興

味
の
あ
る
世
帯

▽
利
用
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜

平
成　

年
２
月　

日

３２

２９

■場
 

中
関
農
園
（
押
立　

）
７６４

▽
面
積　

約　

㎡
（
１
区
画
）

１５

■費
 

５
千
円
（
平
成　

年
度
分
）

３０

※
翌
年
度
以
降
は
６
千
円

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

④
農
園
名
〕

※
１
世
帯
２
通
以
上
の
応
募
、
他

人
名
義
で
の
応
募
不
可

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
５
月
末
ま
で
に
通
知

■限
 

５
月　

日（
木
）必
着

２４

▽
注
意
事
項

○
水
道
設
備
・
駐
車
場
無
し

○
名
義
貸
し
に
よ
る
農
園
利
用
が

発
覚
し
た
場
合
、
速
や
か
に
利
用

を
停
止
し
、
次
年
度
以
降
も
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

※ 
ｉ 
バ
ス
利
用
の
場
合
は
、
「
稲

あ
い

城
第
二
小
学
校
前
」
下
車
徒
歩
１

分■定
 
　

組
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
に
の
み
通
知

■費
 

１
組　

円
５００

■申
 

は
が
き
（
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
）

※
参
加
者
全
員
分
を
記
入

※「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
参
加
希
望
」

と
明
記

■限
 

５
月　

日（
木
）必
着

３１

■先
 

■問
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指

JA

導
経
済
課
（
〒　

・　

稲
城
市
東

２０６

０８０２

長
沼
２
１
１
０
の
１
）　

1　

・
３７７

６
０
０
２

環
境
パ
ネ
ル
展

い
ま
す
。

■対
 

公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
区
域

以
外
の
住
宅（
集
合
住
宅
を
含
む
）

に
設
置
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

※
工
事
着
工
前
に
補
助
金
の
交
付

申
請
が
必
要
で
す
。

※
建
築
事
業
者
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。

※
そ
の
他
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

※
６
月　

日（
金
）は
正
午
ま
で

２９

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

▲展示の様子

おお
いい
しし
いい楽楽しし

いい

ジジ
ャャ
ガガ
イイ
モモ
掘掘
りり

アア
ジジ
ササ
イイ
まま
つつ
りり

ああ
じじ
ささ
いい
のの
湯湯

家庭ごみ　前年度比で約2.0％の減量 

ごみの量（平成29年度集計） 

ごみ減量へご協力いただき、ありがとうございました。
1人1日当たり（ g ）市内収集量（ｔ）区　分

（△8）416（△127）13,635燃えるごみ
（△1）35（△13）1,146燃えないごみ
（△9）451（△140）14,781合　計

※（　）内は前年度比です。

市
長
コ
ラ
ム
No.78

　

今
回
の
冬
季
五
輪
は
２
月
９

日
の
開
会
式
か
ら　

日
の
閉
会

２５

式
ま
で
、
史
上
最
多　

カ
国
・

９２

地
域
か
ら
約
２
９
０
０
人
の
選

手
が
参
加
し
、
７
競
技　

種
目

１０２

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
五
輪
は
、
二
つ
の
特

色
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
北
朝
鮮
の
参
加

が
急
き
ょ
決
ま
り
、
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
女
子
で
史
上
初
の
韓
国・

北
朝
鮮
合
同
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
の
祭
典
で
す
が
、

ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長
の
発

言
で
は
再
三
に
わ
た
り
韓
国
と

北
朝
鮮
の
融
和
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
今
大
会
は
と
て
も
政
治
色

の
強
い
も
の
と
な
っ
た
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
組
織
的
ド
ー
ピ

ン
グ
違
反
に
問
わ
れ
た
ロ
シ
ア

が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
）
か
ら
国
と
し
て
の

出
場
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
は
潔
白
が
証
明

さ
れ
た
選
手
の
み
個
人
資
格
で

Ｏ
Ａ
Ｒ
（
ロ
シ
ア
か
ら
の
五
輪

選
手
）
の
立
場
で
参
加
が
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
計　

個
の
メ
ダ

１７

ル
を
獲
得
す
る
一
方
で
、
カ
ー

リ
ン
グ
と
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
２
選

手
が
ド
ー
ピ
ン
グ
違
反
で
追
放

処
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ド
ー
ピ
ン
グ
問

題
は
未
だ
に
根
深
く
、
関
係
機

稲城市長
�橋　勝浩

こ
ち
ら
も
史
上
最
多　

カ
国
・

４８

地
域
か
ら
約　

人
の
選
手
が
参

５７０

加
し
、
６
競
技　

種
目
が
実
施

８０

さ
れ
ま
し
た
。

　

五
輪
同
様
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
も
ロ
シ
ア
は
国
と

し
て
の
出
場
を
禁
止
さ
れ
、
Ｎ

Ｐ
Ａ
（
中
立
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
）
と
い
う
立
場
で
参
加

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
選
手
団
は
５
競
技　

人
３８

が
出
場
し
ま
し
た
。
ソ
チ
大
会

で
の
メ
ダ
ル
は
６
個
で
し
た
が
、

今
大
会
で
は
金
３
個
、銀
４
個
、

銅
３
個
の
合
計　
個
を
獲
得
し
、

１０

五
輪
同
様
で
最
多
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
社
会
参
加
は
、
そ

の
国
の
文
化
度
を
表
す
も
の
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
先
進
国
が
し
の

ぎ
を
削
る
中
で
、
日
本
の
メ
ダ

ル
獲
得
数
世
界
第
９
位
は
、
良

い
成
績
だ
と
思
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
今
後
、
２
０
２
０
年

夏
の
東
京
大
会
、
２
０
２
２
年

冬
の
北
京
大
会
と
東
ア
ジ
ア
で

連
続
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
時

差
の
な
い
環
境
で
、
選
手
も
テ

レ
ビ
観
戦
者
に
も
有
利
で
す
ね
。

皆
さ
ん
で
応
援
し
、
夢
と
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

関
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

解
決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
こ
れ
ま
で
五
輪
に
お

い
て
一
度
も
違
反
者
を
出
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
の
斎
藤
慧
選
手
が
ド
ー
ピ
ン

グ
検
査
で
陽
性
と
な
り
、
暫
定

資
格
停
止
処
分
を
受
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
正
式
処
分
の
決
定

は
五
輪
終
了
後
と
な
り
ま
す
が
、

違
反
の
場
合
は
、
冬
季
五
輪
日

本
人
初
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
は
、
カ
ヌ
ー
の
鈴

木
康
大
選
手
が
ラ
イ
バ
ル
の
飲

み
物
に
禁
止
薬
物
を
入
れ
る
事

件
が
起
こ
り
、
ク
リ
ー
ン
な
日

本
の
印
象
を
傷
つ
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
信
頼
回
復
に
向
け
て

国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
あ
り
ま
し

た
が
、
選
手
達
の
ス
ポ
ー
ツ
に

か
け
る
真
摯
な
姿
勢
は
、
私
達

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

選
手　

人
が
参
加
し
た
日
本

１２４

選
手
団
の
目
標
は
「
複
数
の
金

を
含
む
９
個
以
上
の
メ
ダ
ル
獲

得
」
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実

績
は
長
野
大
会　

個
、
ソ
チ
大

１０

会
８
個
で
す
が
、
今
回
は
金
４

個
、
銀
５
個
、
銅
４
個
の
合
計

　

個
を
獲
得
、
目
標
を
ク
リ
ア

１３す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
記
録

を
塗
り
替
え
る
成
果
を
遂
げ
ま

し
た
。

　

五
輪
参
加
に
は
、
い
ず
れ
の

選
手
に
も
感
動
秘
話
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
昨
年

　

月
の
け
が
か
ら
奇
跡
の
復
活

１１を
遂
げ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
羽
生
結
弦
選
手
に
は
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
３
月
９
日
か
ら　
日
ま
で
、

１８

 
平
昌 
2
0
1
8

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

再
募
集
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

▲親子でジャガイモ掘りをしよう

経
済
課　

1　

・
６
０
０
２

３７７

中
学
校
入
学
に
向
け
て
の

就
学
相
談
説
明
会
（
特
別

支
援
教
育
相
談
室
）

平
成

年
度
教
育
委
員
会

29

施
策
の
点
検
・
評
価
（
平

成

年
度
事
務
事
業
分
）

28



（3） 1042－378－2111 5042－377－4781 30・5・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

交
付
し
ま
す

高
齢
者
入
浴
券

　

字
幕
付
き
Ｃ
Ｍ
の
普
及
活
動
に

取
り
組
み
、
羽
田
空
港
や
成
田
国

際
空
港
な
ど
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
関
わ
っ
た
講
師
に
話
を

伺
い
ま
す
。

■対
 

聴
覚
障
害
の
方
や
家
族
、
支
援

者
な
ど

■日
 

５
月　

日（
日
）

２０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■講
 

松
森　

果
林
氏
（
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■費
 
　

円
（
資
料
代
）

３００
※
聴
覚
障
害
者
協
会
会
員
は
無
料

■問
 

稲
城
市
聴
覚
障
害
者
協
会
事
務

所　

5　

・
０
０
１
７　

� ina

３３１

gi@
deaf.to

■日
 

６
月　

日（
土
）、
９
月　

日

１６

１４

（
金
）

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
０
時　

分
５０

■内
 

授
業
公
開
、
個
別
相
談
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
教
材
・
教
具
展
示
な

ど■場
 

■問
 

都
立
八
王
子
盲
学
校（
〒　
・
１９３

　

八
王
子
市
台
町
３
の　

の　

） 

０９３１

１９

２２

1　

・　

・
３
２
７
８
、
5　

・

０４２

６２３

０４２

　

・
６
２
６
２
、
� S１０００２

６２３

２０
@
section.m

etro.to
kyo.jp

　

対
象
者
に
稲
城
浴
場（
大
丸　

）
２２１

で
利
用
で
き
る
入
浴
券
を
、
年
間

　

枚
ま
で
交
付
し
ま
す
。
該
当
す

５０る
と
思
わ
れ
る
方
は
相
談
・
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 
　

歳
以
上
の
市
・
都
民
税
非
課

７５
税
世
帯
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

○
自
宅
に
お
風
呂
が
無
い
方

○
故
障
な
ど
で
お
風
呂
が
長
期
間

使
用
で
き
な
い
方

※
平
成　

年
度
の
利
用
者
に
は
、

２９

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
が
、
生
活
保
護
受
給
者
、
寝
た

き
り
等
の
方
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
方
は
助
成
で
き

ま
せ
ん
。

▽
助
成
枚
数　

一
人　

枚
ま
で

５０

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

　

ふ
れ
あ
い
電
話
は
、
定
期
的
に

電
話
を
か
け
、
声
に
よ
る
訪
問
を

行
い
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮

６５

ら
し
の
方
（
日
中
一
人
で
過
ご
し

て
い
る
高
齢
者
）
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
等
を
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
し

ま
し
ょ
う
。

■対
 

介
護
し
て
い
る
家
族
、
関
心
の

あ
る
方

■日
 

６
月
６
日（
水
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
（
左
表
参
照
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
認
知
症

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症

の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
で
す
。

介
護
予
防
の
体
力
測
定
会

と
講
座

　

体
力
測
定
を
行
っ
て
、
自
分
の

体
力
を
知
る
キ
ッ
カ
ケ
に
し
ま
し

ょ
う
。
測
定
会
内
で
介
護
予
防
に

関
す
る
ミ
ニ
講
座
も
行
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
以

６０

上
の
方

■日
 

５
月　

日（
火
）

２９

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
受
付

３０

＝
２
時　

分
ま
で
）

３０

■場
 

総
合
体
育
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム

■講
 

理
学
療
法
士

■持
 

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き

■申
 

電
話
〔
５
月　

日（
水
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

認知症サポーター養成講座年間スケジュール
会場時間日程
ｉプラザ

午後1時30分～3時
  6  月  4  日（月）①

中央公民館  7  月12日（木）②

第二公民館午前10時
～11時30分  9  月13日（木）③

城山公民館
午後1時30分～3時

11月14日（水）④
第三公民館平成31年1月29日（火）⑤

第四公民館午前10時
～11時30分平成31年3月12日（火）⑥

所得基準額表

基準額扶養親族

257万2千円0人

305万2千円1人

343万2千円2人以上

■対
 

老
人
性
白
内
障
の
手
術
に
よ
り

視
力
の
回
復
が
可
能
な
方
の
う
ち
、

身
体
上
の
理
由
に
よ
り
人
工
水
晶

体
を
挿
入
で
き
ず
、
特
殊
眼
鏡
ま

た
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
必
要

と
す
る
方
で
、
次
の
全
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

○
市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

６５

○
本
人
の
所
得
が
左
表
の
基
準
額

以
下
の
方

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口

▽
申
請
に
必
要
な
物

購
入
費
用
助
成

老
人
性
白
内
障
手
術
に
伴

う
特
殊
眼
鏡
な
ど

○
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
で
き
な
い

理
由
が
書
か
れ
た
医
療
機
関
の
証

明
書

○
特
殊
眼
鏡
な
ど
の
領
収
書

○
前
年
の
所
得
状
況
を
証
明
す
る

書
類

※
申
請
は
手
術
日
か
ら
１
年
以
内

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

※
申
請
日
に
よ
り
枚
数
が
異
な
り

ま
す
。

■申
 

窓
口
（
要
印
鑑
）

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

■場
 

ひ
ら
お
苑（
平
尾
２
の　

の　

）

４９

２０

■費
 
　

円
程
度
（
お
茶
代
）

１５０
■申
 

電
話
〔
５
月　

日（
水
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　

1　

・
６
０
８
８

３３１

　

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
し

て
い
ま
す
。

■定
 

各　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０

■申
 

①
＝
電
話
〔
５
月　

日（
水
）

１６

〜
〕
、
②
〜
⑥
＝
各
開
催
日
前
に

広
報
い
な
ぎ
で
お
知
ら
せ

■先
 

■問
 

①
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
こ
う
よ
う
だ
い　

1　

・
０
０

３７０

４
０
、
②
〜
⑥
＝
高
齢
福
祉
課
地

域
支
援
係

　この事業は日常業務中に気付いた異変を市役所など
に連絡することで適切な支援につなげるものです。
　平成29年度は「（株）おぼうさんどっとこむ」「（株）
ゆたか」「洋菓子工房Pan Y Vine」「個太郎塾稲城
教室」「（有）ホイップ」と新たに協定締結しました。

稲城市高齢者見守りネットワーク事業
協定締結式（3月23日、地域振興プラザ）

　飲食物販売・フリーマーケット・ワークショップ・
音楽ライブ等が催され、多くの方にご来場いただきま
した。

　今年も上谷戸親水公園でホタルの観賞ができます。
■日5月26日（土）～6月4日（月）　■時午後7時30分～9時　■場上谷戸親水公園

▽注意事項
○この期間以外のホタル観賞はご遠慮ください。
○ホタルは雨が降ると観られません。
○混雑状況により、金・土・日曜日は一方通行での観賞や入場制限をする場合があります。
○徒歩または公共交通機関でご来場ください。

１ 

２ ３ 

若葉台駅 

水車小屋 

上谷戸川 

水車小屋 

上谷戸川 

上谷戸大橋 

Ｎ 

上谷戸 
ホタルの里 
上谷戸 
ホタルの里 

上谷戸
通り 

尾根
幹線
 

上谷戸親水公園 上谷戸親水公園 

スーパー 

階
段
下
り

階
段
下
り 

テニスコート テニスコート 

交番 

スーパー 
電気店 

レストラン（トイレ） レストラン（トイレ） 

若葉台公園 若葉台公園 

池 池 

上谷戸緑地 
体験学習館 
（トイレ） 

階
段
下
り 

至京王 
永山駅 至稲城駅 案 内 図  

※観賞区域は案内図中の①～③となっており、②の場所で特に多く見られます。

Anniversary 2 days
南多摩×稲城長沼えきまえを楽しもう
（4月21・22日、南多摩駅・稲城長沼駅）

　市長から認定書が手渡されました。認定農業者は、
農業者が作成した農業経営改善計画を市の基本構想に
照らして、市長が認定するものです。

稲城市認定農業者認定書交付式
（4月20日、地域振興プラザ） 認

知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
会

「
や
ま
も
も
の
会
」

都
立
八
王
子
盲
学
校

学
校
公
開

講
演
会

聞
こ
え
る
世
界
と
聞
こ
え

な
い
世
界
を
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
で
つ
な
ぐ

　上谷戸ホタルの会、もみの木保育園（若葉台）の園児、国
際ソロプチミスト稲城の会員が集まり、「成虫まで元気に育
ってほしい」という願いを込めて、上谷戸川へホタルの幼虫
を放流しました。

2月9日と4月10日に
ホタルの幼虫を放流しました

オープニングイベント
　地域を中心に活動をしている方の演奏とホタルの短編アニメの上映
を行います。
■日5月26日（土）　■時午後6時30分～7時30分
■場上谷戸緑地体験学習館

▽出演　アンサンブル・ファインストーリア・ハーモニー
■主上谷戸ホタルの夕べ実行委員会　■問土木課緑と公園係

上上谷谷戸戸ののホホタタルルをを観観賞賞ししよようう！！
かさ や と
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康保険が「使える場合」と「使えない場合」
健康保険が使えない例
（全額自己負担）健康保険が使える場合

急な外傷によらない、痛
みや凝り等
○疲労回復
○日常生活などによる痛
みや凝り
○病気（神経痛・関節炎・
五十肩・ヘルニア等）か
らくる痛みや凝り
○以前けがをして治った
が、再び痛み出した場合

急な外傷による、以下の
けが
○捻挫
○打撲
○挫傷（肉離れ等、血が
肌の外に出ないけが）
○骨折・不全骨折・脱臼
（応急手当を除き、医師
の同意が必要）

整
骨
院
・
接
骨
院

（
一
部
医
師
の同

意
が
必
要
）

○左記以外の原因による
肩凝り・痛み
○疲労回復

○神経痛、腰痛症、五十肩
○リウマチ
○頸腕症候群
○頸椎捻挫後遺症

は
り
・
き
ゅ
う

（
医
師
の

同
意
が
必
要
）

○疲労回復
○慰安
○整体やカイロプラクテ
ィックなど民間資格者に
よる施術

○筋麻痺
○関節拘縮（関節の動く
範囲が狭くなったり、動
かなくなったりする）な
ど医療上マッサージを必
要とする症例

マ
ッ
サ
ー
ジ

（
医
師
の

 
同
意
が
必
要
）

委
員
（
笹
久
保
惠
美
子
氏
、
原
田

正
行
氏
、
岸
田
博
三
氏
、
狩
野
和

枝
氏
）

■申
 

電
話
〔
５
月　

日（
金
）〜
〕

１８

■限
 

５
月　

日（
木
）

３１

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ

う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考

え
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

講
演
会
の
開
催
や
、
各
市
町
村
の

人
権
相
談
所
な
ど
で
地
域
の
方
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■先
 

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係　

1　

・
２
２
８
６
（
予
約
専
用
）

３７８

保険 
年金 
保険 
年金 

後
期
高
齢
者
医
療

歯
科
健
康
診
査

■対
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
な
い
方
の
う
ち
、
平
成　

年
度

２９

に　

歳
・　

歳
に
な
っ
た
方

７５

８０

※
対
象
者
に
は
受
診
券
を
発
送

■日
 

６
月
１
日（
金
）〜
平
成　

年
１

３１

月　

日
３１

■内
 

問
診
、
口
腔
内
検
査
（
歯
の
状

況
な
ど
）
、
口
腔
機
能
検
査
（ 
嚥  えん

 
下 
機
能
評
価
な
ど
）

げ

■費
 

無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

■申
 

■先
 

指
定
歯
科
医
療
機
関
（
受
診

券
と
同
封
の
チ
ラ
シ
参
照
）
に
直

接
予
約

▽
受
診
方
法　

受
診
券
裏
面
の
問

診
項
目
を
記
入
し
、
受
診
券
と
被

保
険
者
証
の
両
方
を
持
っ
て
受
診

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療

係

　

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
き

　

旅
行
な
ど
の
海
外
渡
航
中
に
、

病
気
や
け
が
で
、
や
む
を
得
ず
現

地
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た

場
合
、
そ
の
医
療
費
は
帰
国
後
、

申
請
に
よ
り
海
外
療
養
費
と
し
て

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
渡
航
の

事
実
な
ど
を
確
認
し
、
適
正
な
保

険
給
付
を
行
う
た
め
、
申
請
時
に

パ
ス
ポ
ー
ト
、
領
収
明
細
書
と
診

療
内
容
明
細
書
（
各
日
本
語
翻
訳

付
き
）
、
調
査
同
意
書
な
ど
の
確

認
書
類
が
必
要
で
す
。
高
額
な
案

件
な
ど
現
地
調
査
が
必
要
な
場
合

は
、
詳
細
な
内
容
点
検
調
査
を
実

施
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
、
受
診

者
の
方
に
照
会
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本

本人確認書類種別
顔写真付の公的な身分証
明書
（例）運転免許証、住民
基本台帳カード、パスポ
ート、障害者手帳など

Ａ
（1点持参）

「氏名と生年月日」また
は「氏名と住所」の記載
された書類
（例）健康保険証、年金
手帳、介護保険証、社員
証、学生証など

Ｂ
（2点持参）

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
全
て
の
証
明
書
〔
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、課
税（
非

課
税
）
証
明
書
〕
が
取
得
で
き
ま

せ
ん
。

■日
 

５
月　

日（
木
）

３１

■時
 

午
前
９
時　

分
か
ら
終
日

３０

※
６
月
１
日（
金
）か
ら
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
の
発
行
年
度
が
平

成　

年
度
分
に
な
り
ま
す
。

３０
■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係
、
課
税
課

市
民
税
係

ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
に
は
、

健
康
保
険
を
使
え
る
場
合
と
使
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
（
左
表
参
照
）
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

特
別
相
談
を
開
催

　

毎
年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。
市
で
は
、
６

月
１
日（
金
）の
相
談
時
間
を
拡
大

し
ま
す
。
「
他
人
か
ら
人
権
を
侵

害
さ
れ
て
い
る
」
等
、
人
権
・
身

の
上
の
問
題
で
お
困
り
の
際
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
）。

■日
 

６
月
１
日（
金
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

（
正
午
〜
午
後
１
時　

分
を
除
く
）

３０

■場
 

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

■定
 

５
人
（
申
込
先
着
順
）

▽
相
談
員　

稲
城
地
区
人
権
擁
護

平成30年度墓地使用者募集　申込みのしおりを配布します

▽配布開始日　5月15日（火）

▽配布場所　市民課、平尾・若葉台出張所、各文化センター
※申込受付は6月1日（金）に開始予定です。詳細は広報いなぎ6月1日号でお
知らせします。
内覧会
　合葬式墓地の建物内を含む全ての墓地をご覧いただけます。
■日6月3日（日）・4日（月）　■時午前9時30分～午後3時
※稲城長沼駅・稲城駅から無料送迎バス
（午前9時から約15～30分間隔）を運行
します。
※内覧会期間以外でも見学できます（合
葬式墓地の建物内を除く）。
お墓博士の講演会
「はじめてのお墓選び」
　現在のお墓事情やお墓選びの
ポイント等について、お墓博士
が分かりやすく解説します。
■日6月3日（日）　■時午後1時～
■場南山ホール
■講横田　睦氏（全日本墓園協会
主任研究員）
■申電話
■先■問稲城・府中墓苑組合
1379－9731

　詳細はお問い合わせいただくか、市�をご覧ください。
■問学校給食課第二給食係　1331－7103

臨臨時時職職員員募募集集

公公営営 稲稲城城・・府府中中メメモモリリアアルルパパーークク

　

生
活
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相

談
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
生
活
が

自
立
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
秘
密
厳

守
）
。

相
談
の
例

○
長
い
間
仕
事
が
な
く
仕
事
を
探

し
た
い

○
久
し
ぶ
り
の
仕
事
に
不
安
が
あ

る○
借
金
が
多
く
困
っ
て
い
る

○
食
べ
る
物
が
な
い

○
自
立
で
き
な
い
家
族
が
い
る
等

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係
福
祉

く
ら
し
の
相
談
窓
口

知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
届
け
ら
れ
た

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書 

兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
」（
紛

失
し
た
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類

の
み
）

■場
 

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

人
確
認
の
際
に
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
使
用
で
き
る
他
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
か
ら
、
住
民
票
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
る
便
利
な
カ
ー

ド
で
す
。

　

市
で
は
、
写
真
撮
影
（
無
料
）

を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
お

手
伝
い
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
カ
ー
ド
交
付
の
際
は
、
再
度
来

庁
が
必
要
で
す
。

■時
 
午
前
８
時　
分
〜
午
後
４
時（
正

３０

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
休
日
開
庁
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

■持
 

本
人
確
認
書
類
〔
Ａ
１
点
ま
た

は
Ｂ
２
点
（
左
表
参
照
）
〕
、
通

国
民
健
康
保
険

海
外
療
養
費

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

受
診
上
の
注
意

おお
手手
伝伝
いい
しし
まま
すす

ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
カカ
ーー

ドド
（（
個個
人人
番番
号号
カカ
ーー

ドド
））
のの
申申
請請

停停
止止
しし
まま
すす

証証
明明
書書
のの
ココ
ンン
ビビ
ニニ

交交
付付
ササ
ーー
ビビ
スス

納期限　5月31日（木）

固定資産税・都市計画税（第1期）
軽自動車税（第1期）
安心！納税！口座振替 ! !

■問 収納課

　産地直送の新鮮なアスパラガス等の農産物や加工品をご用意します。ぜひお越しください。
■日6月2日（土）・3日（日）　■時午前10時～午後3時（売り切れ次第終了）
■場○大空町物産展＝コーチャンフォー若葉台店駐車場（若葉台2－9－2）
○野沢温泉村物産展＝稲城南山農産物直売所ほのか（東長沼2473）
■問稲城南山農産物直売所ほのか　1379－8977

物物産産展展をを開開催催ししまますす
姉姉妹妹都都市市大大空空町町・・友友好好都都市市野野沢沢温温泉泉村村

締切
（必着）

報酬
（いずれも交通費
別途支給）

募集人数対象募集職種雇用形態

5月25日
（金）

時給1,070円

若干名
20歳以上で健
康な方
※資格などは必
要ありません。

第二調理場
調理補助員
（食器等洗浄業務）

臨時職員

時給960円

第二調理場
代替配膳員
（給食配膳業務）
※配膳員が都合に
より勤務できない
場合の代替配膳員

※臨時職員の雇用期間は最大6カ月、実績により更新可能です。

６６
月月
１１
日日
はは

人人
権権
擁擁
護護委委員員

のの
日日

福福
祉祉
くく
らら
しし
のの

相相
談談
窓窓
口口
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 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、
大
地
震
に
対
し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）・
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

水
路
に
ご
み
・
草
木
な
ど
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

　

水
路
に
流
れ
て
く
る
ご
み
や
草

木
な
ど
が
、
水
路
内
に
堆
積
す
る

と
、
流
れ
を
阻
害
し
、
用
水
路
が

溢
れ
、
集
中
豪
雨
時
に
は
道
路
冠

水
や
床
下
浸
水
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

災
害
防
止
の
た
め
水
路
に
ご
み

や
草
木
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■問
 

管
理
課
維
持
補
修
係

　

傍
聴
の
方
は
当
日
開
始
時
間
ま

で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■日
 

５
月　

日（
水
）

２３

■時
 

午
後
１
時　

分
〜

３０

■場
 

市
役
所
４
階
議
会
会
議
室

■問
 

都
市
計
画
課
住
居
表
示
担
当

　

建
物
の
新
築
や
外
壁
の
塗
り
替

え
の
際
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確

認
し
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ

消防署 消防署 

救
急
車
は
適
正
に
利
用
し

ま
し
ょ
う

　

平
成　

年
中
の
救
急
出
場
件
数

２９

は
３
６
１
４
件
で
、
平
成　

年
中

２８

に
比
べ
て　
件
減
少
し
ま
し
た
が
、

２９

今
年
は
４
月
１
日
現
在
昨
年
同
月

比
で　

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

８０

　

利
用
者
の
ご
く
一
部
に
、
適
正

な
救
急
車
の
利
用
と
は
言
え
な
い

も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
当
に

必
要
な
人
の
と
こ
ろ
へ
救
急
車
の

到
着
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
う
場
合
は

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
を

　

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ
ッ
シ

ュ
回
線
の
場
合
、
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
「
♯
７
１
１
９
」
、
そ
の
他

の
電
話
か
ら
は
1　

・　

・
２
３

０４２

５２１

２
３
に
相
談
す
る
な
ど
、
適
正
な

利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■問
 

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

まち 
づくり 
まち 
づくり 

　

私
有
地
の
樹
木
や
生
け
垣
が
道

路
に
は
み
出
す
と
、
歩
行
者
や
車

の
通
行
・
街
路
灯
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
。

　

所
有
者
の
方
は
、
樹
木
や
生
け

垣
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

対
象
世
帯
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
維
持
管
理
、
地
震
な

ど
に
よ
る
震
災
対
策
、
火
気
・
電

気
器
具
の
取
り
扱
い
等
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
す
。

※
消
防
職
員
が
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
訪
問
し
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
救

６５
急
医
療
届
出
加
入
者

■日
 

７
月
２
日（
月
）〜
平
成　

年
３

３１

月　

日
２２

■問
 

予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

　

消
防
団
長
の
松
本
幸
次
郎
氏
が

３
月　

日
で
任
期
満
了
と
な
り
、

３１

消
防
団
員
の
推
薦
に
よ
り
４
月
１

日
付
で
市
長
よ
り
任
命
を
受
け
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、副
団
長
も
馬
場
芳
則
氏
・

城
所
達
也
氏
が
団
長
よ
り
任
命
を

受
け
再
任
さ
れ
、
分
団
長
は
次
の

と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
一
分
団
長　

植
松　

孝
之
氏

（
矢
野
口
地
区
）

○
第
二
分
団
長　

山
本　

明
男
氏

（
東
長
沼
地
区
）

○
第
三
分
団
長　

山
本　

譲
氏

（
大
丸
・
向
陽
台
地
区
）

○
第
四
分
団
長　

小
原　

誠
氏

（
百
村
・
向
陽
台
地
区
）

○
第
五
分
団
長　

池
田　

教
秀
氏

（
坂
浜
・
若
葉
台
地
区
）

○
第
六
分
団
長　

本
田　

真
也
氏

（
平
尾
地
区
・
再
任
）

○
第
七
分
団
長　

川
�　

琢
磨
氏

（
押
立
地
区
）

　

消
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
市

適
正
な
維
持
管
理
に

ご
協
力
を

道
路
沿
い
の
樹
木・生
け
垣

参
加
者
募
集

ア
ダ
プ
ト
制
度

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
は
公
園
や
道
路

の
公
共
施
設
を
市
と
市
民
の
皆
さ

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
建
築

物
の
屋
根
や
外
壁
に
使
え
る
色
彩

の
範
囲
を
定
め
、
周
囲
の
風
景
に

比
べ
て
突
出
し
た
色
彩
に
な
ら
な

い
よ
う
、
地
域
の
特
徴
や
建
築
物

の
規
模
に
応
じ
た
色
彩
の
使
用
を

促
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度

30

第
1
回
稲
城
市
町
界
町
名

地
番
整
理
審
議
会

街路灯など
　市では、夜間の通行に支障がないよう、街路灯などの夜間点検（球
切れ、灯具の損傷、故障などの維持・補修作業）を月に1回行ってい
ます。
　しかし、この点検だけでは補いきれない部分もありますので、球切
れや灯具の損傷、故障などお気付きの点がありましたら、ご連絡くだ
さい（その際には、右記の写真のような「管理番号」をご連絡くださ
い）。
道路補修
　市が管理している道路（都道・私道を除く）は、定期的にパトロー
ルを行っていますが、道路に穴が開いていたり、道路側溝などが詰ま
ったりしているような箇所がありましたら、ご連絡ください。
■問 管理課維持補修係

ごご連連絡絡くくだだささいい
街路灯などの球切れや損傷道路の補修など街路灯などの球切れや損傷道路の補修など

街路灯・防犯灯の管理番号一例

管理用プレート・シールにある管理番号をご連絡ください。
地区により「若1･19･21」・「東長沼8－087」などの管理
番号が貼ってあります。

稲
城
市
景
観
色
彩
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

「
季
節
が
息
づ
く
、
美
し

い
都
市
景
観
」
の
形
成
に

ま 

ち 

な 

み

向
け
て

道路側溝の一例

道路側溝（横断グレーチング）

集水 桝 
ます

ん
と
の
協
働
で
管
理
す
る
制
度
で

す
。

　

活
動
の
際
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
清
掃
道
具
の
提
供
や
貸
し
出
し
、

ご
み
の
回
収
、
傷
害
保
険
の
加
入

内容情報伝達手段
【放送内容】
ピンポンパンポン（コールサイン）
これは、テストです（3回）
ピンポンパンポン（コールサイン）

防災行政無線

【配信内容】
国民保護情報が国より発報されました。
消防庁より配信される情報をお知らせします。
「即時音声合成」
2018年5月16日11時00分　これは、テストです。
対象地域：全土区域
本メールは消防庁が発信するＪ－ＡＬＥＲＴ情報を元に自動発
信しています。

稲城市メール
配信サービス

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
へ
国
か

ら
緊
急
情
報
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
情
報
を
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、防
災
行
政
無
線
・

稲
城
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
、

緊
急
情
報
伝
達
の
試
験
を
実
施
し

ま
す
（
右
表
参
照
）
。

※
防
災
行
政
無
線
の
国
民
保
護
サ

イ
レ
ン
の
吹
鳴
・
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■日
 

５
月　

日（
水
）

１６

■時
 

午
前　

時
１１

■問
 

防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

○
第
八
分
団
長　

伴　

直
樹
氏

（
長
峰
・
若
葉
台
地
区
）

消
防
団
員
募
集

　

消
防
団
は
、日
夜
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
ま

す
。

■対
 

市
内
在
住
･
在
勤
で
心
身
と
も

に
健
康
な　

歳
以
上
の
男
女

１８

■問
 

防
災
課
消
防
団
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

内
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
に
対

し
て
、
消
防
活
動
の
支
援
を
し
ま

す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
１６

歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
消
防
・
防
災
活
動
の
支
援
を
行

う
意
思
の
あ
る
方

②
応
急
救
護
に
関
す
る
知
識
を
有

す
る
方

③
過
去
に
消
防
団
員
、
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
と
し
て
の
経
験
を
有
す

る
方

④
震
災
後
の
復
旧
活
動
の
支
援
に

必
要
と
な
る
資
格
、
技
術
を
有
す

る
方

■問
 

警
防
課
警
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

た
区
域
で
建
物
の
外
壁
を
塗
り
替

え
る
場
合
は
、
事
前
に
使
う
色
彩

を
決
め
、
市
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、市 　  
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

都
市
計
画
課
景
観
と
地
区
計
画

係

▲住宅の色彩と緑が調和したまちなみ

な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

■問
 

公
園
・
緑
地
＝
土
木
課
緑
と
公

園
係
、
道
路
・
水
路
＝
管
理
課
維

持
補
修
係

稲
城
市
消
防
団

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

訪
問
し
ま
す

住
宅
防
火
診
断

募
集
し
ま
す

稲
城
市
消
防
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用

い
た
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験

▲副団長
城所達也氏

▲消防団長
松本幸次郎氏

▲副団長
馬場芳則氏

▲右より順に第一分団長から第八分団長
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康 
医療 
健康 
医療 

　スマートフォンやパソコン
を利用し、いつでも簡単にス
トレス度や落ち込み度をチェ
ックできます（個人情報不
要）。
　市�、下記ＱＲコードから
アクセスできます。
※利用料無料（ただし、通信
料は自己負担）
■問保健センター
1378－3421

犬犬のの飼飼いい方方講講習習会会

　犬をこれから飼う方、飼い始めた方
のための講習会です。
　ドッグトレーナーが犬と一緒に実演
を行い、質問にもお答えします。
■日6月17日（日）
■時午後1時30分～4時30分
■場中央文化センター
※当日は犬を連れて来ないでください。
■内愛犬のしつけ教室、狂犬病予防啓発
■講藤井　聡氏（オールドッグセンター
訓練士）、進藤　直樹氏（南多摩獣医
師会）
■共南多摩獣医師会、稲城市
■問陽だまり動物病院　1377－3885

　国立天文台の日下部博士の研修プログラムを使用し
た天体観測や地層の観察などを2泊3日で行います。
■対小学4～6年生のいる家族（保護者同伴、兄弟姉妹・
幼児も同行可）　※ペット不可
■日○第1期＝8月9日（木）～11日（土・祝）
○第2期＝8月11日（土・祝）～13日（月）
○第3期＝8月13日（月）～15日（水）
■場至大荘（千葉県勝浦市守谷40）　■定各期10組（申込先着順）
■費1人当たり＝1万1,340円（宿泊費・食費・保険料）
※3歳以上の未就学児は1人6,480円　※駐車料金は1台1,080円
※現地集合・現地解散のため、交通費は含みません。
■申窓口〔6月4日（月）～〕　※事前に電話・ファクスで申込用紙を請求してください。
■限6月15日（金）
■主■先■問（公社）九段事務局（矢野口3750－11、月～金曜日午前10時～午後4時）
1377－7446、5379－9003

　

特
定
健
康
診
査
と
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５４

れ
の
方

■日
 

５
月　

日（
月
）〜
平
成　

年
３

２１

３１

月　

日
１５

■費
 

○
大
腸
が
ん
検
診
＝　

円
（
保

４７０

険
割
合
２
割
負
担
＝　

円
、
１
割

３１０

負
担
＝　

円
）

１５０

○
結
核
・
心
電
図
・
腎
機
能
・
尿

酸
検
査
＝
無
料
（
公
費
負
担
）

■申
 

■先
 

医
療
機
関
（
下
表
参
照
）
に

■対
 

市
内
在
住
で
４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日
に　

・　

・　

・

３１

３１

５５

６０

６５

　

歳
に
な
る
男
性

７０■日
 

５
月　

日（
月
）〜　

月　

日

２１

１０

３１

（
水
）

■申
 

■先
 

医
療
機
関
（
下
表
参
照
）
に

直
接
電
話
予
約

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

　

肝
臓
が
ん
の
原
因
と
な
る
肝
炎

の
早
期
発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５４

れ
の
方

※
過
去
に
受
診
し
た
こ
と
の
あ
る

　

腎
臓
は
多
様
な
働
き
で
皆
さ
ん

の
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
無
意
識
の
う

ち
に
整
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
腎

臓
を
大
切
に
扱
っ
て
、
体
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

慢
性
腎
臓
病
や
腎
臓
病
食
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

５
月　

日（
土
）

２６

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時　

分
（
開
場

２０

＝
１
時　

分
）

３０

■場
 

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
（
多
摩
セ
ン

タ
ー
駅
徒
歩
５
分
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１００
■講
 

河
原
�　

宏
雄
氏
（
稲
城
市
立

病
院
腎
臓
内
科
部
長
）
、
所
澤　

和
代
氏
（
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
和
）

■申
 

は
が
き
、
メ
ー
ル
〔
必
要
事
項

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
参

歯
周
疾
患
検
診

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。
日
頃
か
ら
困
っ
て
い
る
こ

と
等
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

■対
 

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

３１

日
に　

・　

歳
に
な
る
方

４０

５０

▽
受
診
期
間　

５
月　

日（
月
）〜

２１

平
成　

年
３
月　

日

３１

１５

■内
 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

■場
 

■申
 

各
医
療
機
関
（
受
診
券
を
参

照
）
に
直
接
電
話
予
約

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１Ｈ

Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
他
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
・
梅
毒
・
淋
菌
も
同
時
に
検
査

で
き
ま
す
（
匿
名
受
診
）
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

　

妊
婦
さ
ん
同
士
の
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■対
 

妊
娠　

週
以
降
で
主
治
医
の
許

１８

可
が
あ
る
方

■日
 

６
月　

日（
月
）

２５

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
妊

婦
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ
（
助
産
師

に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
有

り
）

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

方
は
除
く
。

※
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５３

５４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
に
は
５

月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付

■日
 

５
月　

日（
月
）〜
平
成　

年
３

２１

３１

月　

日
１５

■内
 

問
診
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

※
再
検
査
な
ど
は
実
費
（
東
京
都

補
助
制
度
有
り
）

■申
 

窓
口
、
は
が
き
（
右
記
参
照
）、

「
東
京
共
同
電
子
申
請
・
届
出
サ

ー
ビ
ス
」 　 
（
携
帯
電
話
の
場
合

HP

は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）

※
毎
月　

日
締
め

２２

切
り
、
翌
月
上
旬

直
接
電
話
予
約

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

に
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
各
医
療
機
関
（
右

表
参
照
）に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

平
成　

年
１
月　

日

３１

２２

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

・　
２０６

０８０４

稲
城
市
百
村　

の
１
）　

1　

・

１１２

３７８

３
４
２
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

大
腸
が
ん
検
診
、

結
核
（
エ
ッ
ク
ス
線
）
・

心
電
図
・
腎
機
能
・
尿
酸

検
査

前
立
腺
が
ん
検
診
（
稲
城

市
医
師
会
）

■対
 

感
染
の
機
会
か
ら　

日
経
過
し

６０

て
い
る
方

■日
 

■内
 

①
６
月　

日（
水
）＝
検
査
、

１３

②
６
月　

日（
水
）＝
結
果
説
明

２０

■時
 

午
後
２
時
〜
３
時

■場
 

南
多
摩
保
健
所
（
永
山
駅
徒
歩

５
分
）

■定
 
　

人
（
会
場
先
着
順
）

３０
■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
対
策
課
感

染
症
対
策
担
当　

1　

・　

・
７

０４２

３７１

６
６
１

５月15日～６月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

地区薬局医療機関日程

矢野口オーベル薬局矢野口店
1379－0925

矢野口クリニック
1379－093920日（日）

東長沼丘の上薬局
1378－3388

立花こどもクリニック
1378－727727日（日）

６月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日
（6月）対象事業名

前日まで
に予約

  6  日（水）平成28年5月生まれ2歳歯科健康診査

15日（金）平成27年11月生まれ2歳6か月児
歯科健康診査

  8  日（金）妊娠安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

16日（土）

初産婦とそのパートナーの方

両親学級
「パパ・ママコース」
（先着18組）

15日（金）
22日（金）

※2日間コース

母親学級
「マタニティコース」
（先着18組）

11日（月）第1子の保護者
（平成30年1月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25人）

2日前まで
に予約  8  日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談

（個別相談、身体測定）

※母子健康相談の個別相談は5月21日（月）から受け付け

ストレスチェックストレスチェック
こころのこころの
体温計体温計

至至大大荘荘
し だい

親親子子のの臨臨海海体体験験
そう

▲楽しく学べる3日間

加
人
数
⑤
会
員
番
号
（
腎
臓
サ
ポ

ー
ト
協
会
会
員
の
場
合
の
み
）
〕

■先
 

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
腎
臓
サ
ポ
ー
ト

協
会
（
〒　

・　

新
宿
区
新
宿
２

１６０

００２２

の　

の　

の　

）　

1　

・
６
３

１３

１０

６０２

０３

８
０
・
６
７
３
１　

� info@
jin

‐ support.org

平成30年度指定医療機関一覧表
地区電話番号医療機関名

矢野口

377－6433谷平医院

379－0939矢野口クリニック

377－0035こせき内科クリニック

370－8770かじわら内科・泌尿器科
クリニック

東長沼

313－9272菜の花クリニック

377－6027松本医院

379－4851東長沼クリニック

370－7611稲城腎・内科クリニック

379－4870あべ内科クリニック

401－5836なかお内科クリニック

大丸

377－6128稲城診療所

377－1421稲城市立病院
健診センター

379－8880稲城癒しの森内科クリニック

百村
370－0530稲城わかばクリニック

378－1570いなぎ駅前クリニック

平尾

331－8570簡野クリニック

331－8201高クリニック

331－8221平尾内科クリニック

押立378－3224桜井医院

向陽台378－6677向陽台クリニック

長峰350－7171長峰クリニック

若葉台350－6075若葉台クリニック

肝炎ウイルス
検査希望

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号

▲はがき申込記入例

市
民
公
開
講
座

多
摩
・
稲
城
じ
ん
ぞ
う
病

セ
ミ
ナ
ー



（7） 1042－378－2111 5042－377－4781 30・5・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

「健康寿命」という言葉をご存知ですか？
　健康寿命とは、平成12年に世界保健機関によ
って提唱された概念です。「日常的・継続的に
医療・介護に依存しない状態で自立した生活を
送れる期間」を指し、平均寿命に比べて男性で
9年、女性で13年あまり短い数字となります。
　厚生労働省による統計では、平成28年の健康
寿命は、男性72.14才、女性74.79才、平均寿
命は男性80.98才、女性87.14才、都道府県別
では、男性1位山梨県、2位埼玉県、3位愛知県、
女性1位愛知県、2位三重県、3位山梨県でした。
東京都は男性72.00才で47都道府県中24位、
女性74.24才で38位でした。高順位の県では
平均寿命も長く、健康に対する啓蒙活動が活発
でがん健診受診率も高いとのことです。

「健康寿命」は何によって決まるのでしょうか？
　自立度の低下・栄養状態の低下は健康寿命の
最大の敵です。要支援・要介護状態にならない
ために、しっかりと栄養を摂取し、過度の体重
減少を避けることが大切です。ＢＭＩ値20未満
の痩せすぎ、血清アルブミン値、総コレステロ
ール値、ヘモグロビン値の低値は生存率を下げ
る要素と言われています。
　消化機能の低下に伴い、「脂っぽいものを食
べたくなくなる」かもしれませんが、偏りすぎ
ると低栄養、ひいては「虚弱状態」に陥ってし
まいます。体重低めはいけません。自分で動け
るためには、エネルギーが必要であり、それを
補うのはバランスの良い食事摂取です。
　高齢になっても肉や脂を含めてバランスの良
い食生活を心がけ、しっかり食べ、しっかり動
いて、元気に長生きしましょう。

健康寿命

ヘルスメーター

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会

傍傍
聴聴
でで
きき
まま
すす

平平
成成

年年
3300

第第
２２
回回
定定
例例
会会

６
月

日

６
月　

日（
月
）

（
月
）か
ら
開
催

か
ら
開
催

１１１１

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ 　各市から総勢30人ほどが参加し、ワークショップを通して

4市の観光マップを作成します。多摩地域の特産品も食べな
がら、楽しく作成しましょう。
※東京都市長会の助成金を活用した事業です。
■対市内在住・在勤・在学の方
■日■時第1回＝6月24日（日）午後1時30分～5時
※第2回以降は専用フェイスブックページ（右
記ＱＲコード）で随時お知らせします。
■場府中市市民活動センタープラッツ　他
■定7人（稲城市枠）
※申込者多数の場合選考有り
■申メール、はがき〔必要事項①住所②氏名（ふりがな）③生
年月日④性別⑤電話番号⑥家族構成⑦課題「4市のキャッチ
フレーズ」「4市の知られていないが良いところ」「10年後
の4市がどうなっていると良いか」のうち、いずれかを50字
以内で記入〕
■限6月10日（日）必着
■先ＪＴＢ東京多摩支店（〒190－0023立川市柴崎町2－12
－24　ＫＭ立川南ビル3階）　� keio4city@jtb.com
■問ＪＴＢ東京多摩支店　1042－521－5551（午前9時30分
～午後5時30分）、稲城市経済観光課観光係

　

議
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

当
日
、
議
会
事
務
局
で
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

※
請
願
・
陳
情
は
、６
月
１
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

本
会
議
と
会
期
中
の
委
員
会
の
様

子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

　

市 　 
内
「
稲
城
市
議
会
」
か
ら

HP

生
中
継
・
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
も
視
聴
で
き
ま

す
（
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
以

２９

降
配
信
分
の
み
）
。

■問
 

議
会
事
務
局
議
事
係

換
を
し
た
り
、
行
政
と
連
携
し
て

地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、
住

民
相
互
の
親
睦
を
図
る
活
動
を
行

う
等
、
安
全
で
安
心
、
そ
し
て
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

自
治
会
に
加
入
し
、
皆
さ
ん
で

「
住
み
よ
い
ま
ち
稲
城
」
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。
加
入
希
望
の
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
会
の
主
な
活
動
内
容

○
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

○
清
掃
活
動

○
盆
踊
り　

等

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

①
会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
減

免②
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
創
業
関

連
保
証
の
枠
が
拡
充

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
新
創
業
融

資
制
度
の
自
己
資
金
要
件
充
足

■対
 

全
回
参
加
で
き
、
真
剣
に
創
業

を
考
え
て
い
る
方
、
創
業
し
て
間

も
な
い
方

■日
 

■内
 

上
表
参
照

■時
 

午
後
６
時　

分
〜
９
時
（
全
回

３０

共
通
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１０
■講
 

金
成　

祐
行
氏
（
税
理
士
法
人

か
な
り
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
税

理
士
）

■費
 

６
千
円

■場
 

■先
 

■問
 

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
エ
ア
多
摩 

1　

・　

・
０
９
９
０

０４２

３３８

　

「
稲
城
市
に
お
け
る
中
小
企
業

等
支
援
に
関
す
る
包
括
協
定
」
に

基
づ
き
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■日
 

５
月　

日（
金
）

２５

■時
 

午
後
３
時
〜
４
時　

分
３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０

　

企
業　

社
が
参
加
す
る
地
域
就

１０

職
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は「
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
」

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP■対
 

①
＝
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
求

５５

職
者
、
②
＝
全
年
齢
層
の
求
職
者

■日
 

■場
 

①
６
月　

日（
火
）＝
多
摩
市

１２

立
関
戸
公
民
館
（
多
摩
市
関
戸
４

の　

）
、
②
６
月　

日（
水
）＝
町

７２

２７

田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
町
田

市
原
町
田
４
の
１
の　

）
１４

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
＝
午

１０

前
９
時　

分
〜　

時
）

３０

１０

■定
 
　

人
（
事
前
予
約
制
）

３０
■申
 

電
話
〔
５
月　

日（
火
）〜
〕

１５

就
職
面
接
会
（
予
約
不
要
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
午

後
０
時　

分
〜
３
時
）

３０

■先
 

■問
 

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩 

1　

・　

・
４
５
２
４

０４２

３２９

　
　

歳
以
上
の
方
が
歌
や
舞
踊
な

６５
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

※
出
演
者
の
募
集
は
締
め
切
り
ま

し
た
。

■日
 

６
月
８
日（
金
）

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

１０

３０

３０

分■場
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■先
 

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
８
０

３７８

０

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。

■日
 

７
月
８
日（
日
）、
９
月
２
日

（
日
）

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
午
後
５
時
以
降
は
利
用
可

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
、

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
姿
勢
や

歩
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
す
。

人
体
に
備
わ
っ
て
い
る
潜
在
的
な

力
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

※
動
き
や
す
く
、
足
元
を
出
せ
る

　

活
動
の
社
会
的
意
義
や
価
値
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
直
接

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■日
 

６
月
２
日（
土
）

■時
 

午
前　

時　

分
〜

１１

１５

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■講
 

内
藤　

佳
津
雄
氏
（
日
本
大
学

教
授
）

■費
 
　

円
（
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

３００
ン
タ
ー
い
な
ぎ
会
員
は
無
料
）

■問
 

支
え
合
う
会
み
の
り　

1　

・
３７８

８
７
５
７
（
平
日
午
前　

時　

分

１０

３０

〜
午
後
５
時
）

■日
 

５
月　

日（
木
）

１７

※
お
子
さ
ん
の
同
伴
不
可

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■持
 

裁
縫
道
具
・
定
規

■費
 

１
５
０
０
円

■場
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1　

・
２
２
１
２

３７７

　

６
月
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
は「
パ

ソ
コ
ン
入
門
講
座
」
、
「
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
講
座
」、「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
講
座
」、

「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
講
座
」、

「
デ
ジ
タ
ル
写
真
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

費
用
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に
あ
る
チ

ラ
シ
、
「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係　

1　

・
２
２
１

３７７

２

創創
業業
支支
援援
施施
設設

ビビ
ジジ
ネネ
スス

スス
クク
エエ
アア
多多
摩摩

志創業塾の日程・内容
内容日程

創業に向けての心構え5月31日（木）

事業の具体化と自分の強み弱みを知る6月  7  日（木）

創業マップを作る6月14日（木）

決算書の読み方・利益計画の立て方6月21日（木）

創業のための基礎知識6月27日（水）

事業計画発表・資金計画相談7月  5  日（木）

創創
業業
支支
援援
セセ
ミミ
ナナ
ーー

〜〜
創創
業業
のの
進進
めめ
方方
〜〜

就就
職職
面面
接接
会会

い
き
い
き
芸
能
大
会

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

足
か
ら
見
直
す
健
康

〜
あ
な
た
の
体
、

曲
が
っ
て
な
い
？
〜

布
ぞ
う
り
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

市
内
に
は
、
現
在　

の
自
治
会

３７

が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
一
定
の
区
域
や
共

同
住
宅
な
ど
に
居
住
し
て
い
る
方

々
が
日
常
生
活
に
必
要
な
情
報
交

　

６
月
１
日
現
在
で
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
実

施
は
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
、
本
人
写
真
付
き
の
調
査
員

証
を
持
参
し
た
統
計
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
の
記
入

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

　

公
的
な
創
業
支
援
施
設
と
し
て
、

オ
フ
ィ
ス
機
能
の
提
供
や
創
業
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

志
創
業
塾
（
稲
城
・
多
摩
市
共
催
）

　

志
創
業
塾
は
、
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
き
認
定
を
受
け
た
特

定
創
業
支
援
事
業
で
す
。

▽
志
創
業
塾
修
了
者
の
３
つ
の
メ

リ
ッ
ト

自自
治治
会会
にに

加加
入入
しし
まま
しし
ょょ
うう

ごご協協力力くくだだささいい
工工業業統統計計調調査査

稲城市医師会　� 山 　 昌  子 
やま まさ こ

 　 
たか

■講
 

馬
込　

正
氏
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ

ｓ
ｔ
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
）

■問
 

さ
わ
や
か
信
用
金
庫
稲
城
支
店 

1　

・
３
８
１
１
、
さ
わ
や
か
信

３７７
用
金
庫
矢
野
口
支
店　

1　

・
２

３７８

９
６
１

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
 

６
月
１
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■講
 

長
谷
川　

幸
司
氏
（
整
体
師
、

東
長
沼
在
勤
）

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

稲稲城城・・府府中中・・日日野野・・多多摩摩市市観観光光連連携携事事業業
京京王王線線沿沿線線44市市

観観光光ママッッププをを作作ろろうう！！（（全全44回回））

休
館
し
ま
す

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

市
民
活
動
支
援
講
座

自
分
た
ち
の
活
動
を
理
解

す
る

〜
次
世
代
に

つ
な
げ
る
た
め
に
〜

コウちゃん

コウミちゃん

コーギー

▲フェイスブック
ページ
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広報いなぎは再生紙を使用しています。 

5.15
第1269号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

2018
平成30年 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
株
）　

1　

・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時
5
月　

日（
土
）午
後
4
時
〜　

愛
媛
Ｆ
Ｃ　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

26

VS

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンクククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススマママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

■問体育課体育係

エスコートキッズ・フェアプレーフラッグ旗手
　試合開始前に、選手と手をつないで一緒に
ピッチへ入場するエスコートキッズと、旗を
持って選手を先導しながらピッチへ入場する
フェアプレーフラッグ旗手を募集します。
※いずれか一つのみ。
■対市内在住・在学の小学生
■時午後5時15分集合予定
■定エスコートキッズ＝11人、
フェアプレーフラッグ旗手＝6人
※申込者多数の場合は抽選
ハイタッチ＆ピッチ見学ツアー
　試合直前の選手の練習を、ピッチ横で見学
できるツアーです。お子さんは選手とのハイ
タッチも行えます。
■対市内在住・在学の小学生とその保護者
■時午後5時集合予定
■定50人（親子合計）　※申込者多数の場合は抽選
申込方法
　往復はがき、または市�内「申し込みフォーム」（スマートフォ
ンの場合は上記ＱＲコード）〔必要事項①氏名（ふりがな）②住所
③電話番号④年齢（学年）⑤保護者氏名〕
※参加希望イベントを明記してください。
■限6月13日（水）必着
■先■問体育課体育係

選手と一緒にピッチに立とう
参加者募集

VS.6月23日（土）
午後6時キックオフ

栃木ＳＣ

　稲城市をホームタウンとする東京ヴェルディの試合を「稲城市サンクスマッ
チ」として開催します。市内在住・在勤・在学の方は、無料観戦できます（事
前申込制）。ホームスタジアムで一丸となって応援しましょう。
■対市内在住・在勤・在学の方　■日6月23日（土）
■時午後6時（開場＝午後4時30分予定）
■場味の素スタジアム（飛田給駅から徒歩5分）
■申次のいずれかの方法
①市�内「申し込みフォーム」
※スマートフォンの場合は右記ＱＲコード
②市役所体育課窓口で申し込み（チケット引換券をお渡ししますので、当日特
設ブースまでお持ちください）
※当日特設ブースで市内在住・在勤・在学を証明できる物（全員分）を提示し
てください。
■限6月22日（金）午後5時　※当日の申し込みはできません。

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権
（料金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は5月26日（土）

稲城市サンクスマッチ
in味の素スタジアム

稲城市サンクスマッチ
in味の素スタジアム

▲申し込みフォーム

写真提供：東京ヴェルディ

○C TOKYO VERDY

○C TOKYO VERDY

2018明治安田生命
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